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１．取り上げた理由 

 海水流入土壌の除塩の指標と各作物の塩害耐性の指標は塩分（塩化ナトリウム）濃度お

よび塩素濃度で示されている。土壌の塩素濃度はＥＣと相関が高いことが報告されている

が（熊本県，香川県），通常の分析は煩雑であり時間を要することから簡易に測定可能な手

法について検討し，精密分析法に比して実用的であると考えられたので，普及技術とする。 

 

２．普及技術 

１）土壌中塩素濃度について，機器等を用いない簡易な手法として，検知管やカンタブを用いた簡

易分析値と，イオンクロマトグラフによる精密分析値には高い相関がある（図１～４）。手振とう 20

秒程度で十分な測定値が得られる（表１）。 

２）コンパクトイオンメーター（ＲＱフレックス）による塩化物イオンの簡易分析値と，精密分析値には

高い相関がある（図５）。 

３）ナトリウムイオン濃度について、コンパクトナトリウムイオンメーター（カーディ）による簡易分析値

と精密分析値には高い相関がある（図６）。 

４）土壌のＥＣ値と抽出液中塩化物イオン濃度には高い相関があり，ＥＣ値から土壌中塩素濃度を

推定可能である。除塩・作付等の状況により推定式は異なる（図７～８）。 

ア） 除塩・作付け前： Cl－(mg/100 g)＝174×EC(mS/cm)－41  (R2=0.940, n=225) 

イ） 除塩・作付け後： Cl－(mg/100 g)＝106×EC(mS/cm)－10  (R2=0.771, n=165) 

 

３．利活用の留意点 

 

１）本普及技術のうち，検知管やカンタブを用いた分析法の適用場面については，除塩程度の推

定等，塩素濃度を直接測定したい場合が想定される。ほ場１筆単位でも，高価な装置を購入する

必要がなく，短時間で，未経験者でも測定が可能である。 

 

２）ＲＱフレックスやカーディーを用いた分析法については，普及センター等，機器の備付けがある

場合に有効である。 

 

３）除塩前，作付を行う前は，ＥＣ値からの塩素濃度推定式が活用できる。除塩の進行に従い相関

が下がってくるため，本普及技術のうち検知管，カンタブを用いた分析法が有効となる。 

 

４）本普及技術のうち，検知管，カンタブを用いた分析法の流れは以下の通りである。 

①抽出：土 10ｇと水 50mL をふた付き容器に入れ，手で振り，静置する。 

②測定：検知管あるいはカンタブで測定する。 

③土壌中濃度の求め方は次の通りである。 



 

・土壌塩分検知管    土壌中塩素濃度 ＝ 読み値（直読）  

・カンタブ          土壌中塩素濃度 ＝ 読み値 → 換算値 × 5 

・ＲＱフレックス      土壌中塩素濃度 ＝ 測定値 × 希釈率 × 0.5 

 

５）ナトリウムについては水溶性ナトリウム濃度のみ測定可能である。 

   土壌中水溶性ナトリウム濃度（mg/100g）＝ 測定値×0.5×1.35 

 

連続測定の際は，10～20 点を目安に標準液により校正する。 

校正しても数値がぶれる場合は，電極の反応が低下しているのでセンサー部を 

交換する。 

 

６）本普及技術において測定に用いた機材は，次のとおりである。 

・検知管 ：   商品名 ： 北川式土壌塩分濃度検知管 

 製造元 ： 光明理化学工業株式会社 

 価格  ： 10本入 2,200円 （220円／本 ： 定価） 

・カンタブ： 商品名 ： カンタブ 

製造元 ： 太平洋マテリアル株式会社 

価格  ： ３本組 12パック入 10,500円（875円／パック : 定価） 

・ＲＱフレックス ： 商品名 ： ＲＱフレックス™ プラス 10(反射式光度計)  

リフレクトクァント® 

           製造元 ： ＭＥＲＣＫ株式会社 

           価格  ： 122,300円 （希望販売価格） 

・カーディ ： 商品名 ： コンパクトナトリウムイオンメータ<カーディ> C-122形 

       製造元 ： 株式会社堀場製作所（HORIBA） 

             価格  ： 33,600円 （希望販売価格） 

 

（問い合わせ先：農業・園芸総合研究所園芸環境部 電話０２２－３８３－８１３３） 

 



４ 背景となった主要な試験研究 

１）研究課題名及び研究期間 海水流入農地の実態把握と早期改善（平成２３年度） 

 

２）参考データ 

 

図１-１ 製品                   図１-２ 測定中 

 

［使い方］ 

① 検知管の両端をカットする 

② 上部に付属のゴム球をつける 

③ 抽出液を吸い上げる 

④ 変色域の境目の数値を読む 

（土壌中塩素濃度） ＝ 読み値（直読） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-３ 測定例 

（左：0.01%， 

中：0.06％， 

右：0.12％） 

 

 

図２ 土壌塩素検知管による塩素濃度 

簡易分析／精密分析値の比較 



図３-１ 製品（内袋から取りだしたところ） 図３-２ 多検体の測定 

 

 

［使い方］ 

① 下端が抽出液につかるように容器の縁                

にテープで留める。 

土に刺さらないように注意する。 

②黄色い部分が青くなったら変色域を読む 

③換算表から土壌中濃度を求める 

 土壌中塩素濃度 ＝ 読み値 → 換算値 × 5 

 

 

図３-３ 測定例と換算表 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図４ カンタブによる塩素濃度分析値 

簡易分析／精密分析値の比較 

表１ 振とう時間（手振とう）と測定値 

振とう時間（秒）  10    20     30     40    50     60 

      測  定  値（％） 0.105  0.110  0.110  0.115 0.110 0.115 
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図５ ＲＱフレックスプラスによる分析値の簡易分析／精密分析値の比較 

 

［使い方］ 

1.バーコードにより、測定項目等を RQ フレックスプラスに記憶させる。 

2.抽出液に付属の試薬を添加し、専用セルに分注。 

3.専用セルを RQ フレックスにセットし、画面にデジタル表示された濃度を読み取る。 

 

 

 

 

 

  

 

図６ Ｎａカーディによる水溶性ナトリウム濃度分析値の簡易分析／精密分析値の比較 

 

   ［使い方］ 

    抽出液をセンサ部にのせ，数値を読み取る。 

   

 



 

図７ ＥＣと塩化物イオンとの相関（除塩・作付け前） 

 

 

 

  図８ ＥＣと塩化物イオンとの相関（除塩・作付け後） 
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